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1.  平成22年3月期第1四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第1四半期 4,854 △34.5 △187 ― △164 ― △143 ―

21年3月期第1四半期 7,406 ― 620 ― 775 ― 443 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第1四半期 △5.36 ―

21年3月期第1四半期 16.43 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第1四半期 25,721 17,587 68.4 659.32
21年3月期 25,551 17,691 69.2 663.20

（参考） 自己資本   22年3月期第1四半期  17,587百万円 21年3月期  17,691百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 6.00 ― 4.00 10.00

22年3月期 ―

22年3月期 
（予想）

3.00 ― 3.00 6.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

10,000 △27.2 △350 ― △300 ― △200 ― △7.50

通期 22,100 △5.8 0 ― 100 ― 100 ― 3.75
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
詳細は、4ページ【定性的情報・財務諸表等】4.その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の実績等は、業績
の変化等により、予想数値と異なる場合があります。なお、業績予想の背景等につきましては、4ページ【定性的情報・財務諸表等】3.連結業績予想に関す
る定性的情報をご覧ください。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第1四半期 27,386,282株 21年3月期  27,386,282株

② 期末自己株式数 22年3月期第1四半期  710,828株 21年3月期  710,828株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第1四半期 26,675,454株 21年3月期第1四半期 26,975,480株
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当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、厳しい状況にあるものの大規模経済対策の効果およ

び在庫調整の一巡により、一部に持ち直しの動きも出てまいりましたが、設備投資および住宅建設の大幅

な減少、雇用情勢の悪化等により景気は依然として低迷しております。  

 このような情勢の中、当社グループにおきましては、前連結会計年度第４四半期（平成21年１月～３

月）を底に生産は回復基調にあり、主力分野であります電子・工業材料事業における一部の製品の出荷量

は前年同期の水準に戻りつつあります。しかしながら、全般的には引き続き厳しい経営環境が続いており

減収減益となりました。  

 これらの結果、当第１四半期の売上高は4,854百万円（前年同期比34.5％減）、営業損失は187百万円

（前年同期は営業利益620百万円）、四半期純損失は143百万円（前年同期は四半期純利益443百万円）と

なりました。  

  

 事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。 

ａ．機能性フィルム事業部門  

（電子・工業材料事業）  

 ハードコートフィルムはモバイル向けアプリケーションの拡大により出荷量は順調に推移いたしました

が、デジタル家電向け光学フィルムの販売価格の低下および出荷量の著しい減少により、電子・工業材料

事業の売上高は3,103百万円（前年同期比40.6％減）となりました。  

  

（グラフィックス事業）  

 国内および欧州における景気後退による設備投資抑制の影響を受け、サインディスプレイ向け大型イン

クジェットプリンターの売上が減少し、グラフィックス事業の売上高は1,061百万円（前年同期比17.8％

減）となりました。  

  

（産業メディア事業） 

 環境製品のセルフクリーニングフィルムは性能が評価され、売上を伸ばすことができましたが、従来製

品でありますＣＡＤ用出力フィルムの売上が減少したことにより、産業メディア事業の売上高は583百万

円（前年同期比14.3％減）となりました。  

  

 以上の結果、機能性フィルム事業部門の売上高は4,749百万円（前年同期比34.0％減）、営業損失は165

百万円（前年同期は営業利益640百万円）となりました。  

  

ｂ．情報システム事業部門  

 官公庁向け地理情報データ作成およびＧＩＳ関連ソフトの売上が減少し、情報システム事業部門の売上

高は105百万円（前年同期比50.3％減）、営業損失は22百万円（前年同期は営業損失19百万円）となりま

した。 

  

当第１四半期連結会計期間末における資産、負債、純資産の状況は以下のとおりであります。なお、比

較増減額はすべて前連結会計年度末を基準としております。 

  

総資産は前連結会計年度末に比べ170百万円増加し、25,721百万円となりました。主な変動要因は、

有価証券の増加199百万円、仕掛品の増加124百万円、有形固定資産の増加229百万円、投資有価証券の

増加206百万円、現金及び預金の減少209百万円、受取手形及び売掛金の減少336百万円であります。 

  

負債は前連結会計年度末に比べ274百万円増加し、8,134百万円となりました。主な変動要因は、支払

手形及び買掛金の増加355百万円、賞与引当金の減少151百万円であります。 

  

純資産は前連結会計年度末に比べ103百万円減少し、17,587百万円となりました。主な変動要因は、

利益剰余金の減少249百万円、その他有価証券評価差額金の増加122百万円、為替換算調整勘定の増加23

百万円であります。これらの結果、自己資本比率は前連結会計年度末に比べ0.8ポイント下落し、

68.4％となりました。 

  

・定性的情報・財務諸表等

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報

(1) 資産

(2) 負債

(3) 純資産
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今後の見通しにつきましては、経済情勢は一部に持ち直しの動きも出てまいりましたが、景気回復の

テンポは緩やな状況が続くものと思われます。 

 このような環境の中、当社グループの主力分野であります電子・工業材料事業において、ハードコー

トフィルムを中心に売上は当初の予定どおり推移するものと予想されます。 

 このため、平成21年３月期決算発表時（平成21年５月13日）の業績予想の見直しは行っておりませ

ん。 

  
  

該当事項なし 

  

一般債権の貸倒見積額の算定方法は、当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度

末に算定したものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して

貸倒見積高を算定しております。 

税金費用の計算は、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理

的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

  

該当事項なし 

  

  
  

3. 連結業績予想に関する定性的情報

4. その他
(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 【簡便な会計処理】

 【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,160 4,370

受取手形及び売掛金 5,075 5,412

有価証券 499 299

商品及び製品 845 836

仕掛品 945 820

原材料及び貯蔵品 574 459

繰延税金資産 384 348

その他 824 894

貸倒引当金 △92 △75

流動資産合計 13,217 13,366

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,504 3,505

その他（純額） 5,468 5,238

有形固定資産合計 8,973 8,743

無形固定資産   

その他 448 473

無形固定資産合計 448 473

投資その他の資産   

投資有価証券 1,838 1,631

その他 1,288 1,379

貸倒引当金 △43 △44

投資その他の資産合計 3,082 2,966

固定資産合計 12,504 12,184

資産合計 25,721 25,551
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,160 2,804

短期借入金 273 360

未払法人税等 37 34

賞与引当金 150 302

その他 1,698 1,565

流動負債合計 5,321 5,068

固定負債   

社債 332 332

長期借入金 1,194 1,199

退職給付引当金 1,200 1,148

役員退職慰労引当金 － 62

その他 84 48

固定負債合計 2,812 2,791

負債合計 8,134 7,859

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,274 3,274

資本剰余金 3,427 3,427

利益剰余金 11,442 11,692

自己株式 △313 △313

株主資本合計 17,830 18,080

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 164 42

為替換算調整勘定 △408 △431

評価・換算差額等合計 △243 △389

純資産合計 17,587 17,691

負債純資産合計 25,721 25,551

㈱　きもと　（7908）　平成２２年３月期　第１四半期決算短信

-6-



(2)【四半期連結損益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

売上高 7,406 4,854

売上原価 5,078 3,578

売上総利益 2,328 1,276

販売費及び一般管理費 1,707 1,464

営業利益又は営業損失（△） 620 △187

営業外収益   

受取利息 10 1

為替差益 128 25

その他 25 10

営業外収益合計 163 37

営業外費用   

支払利息 5 8

その他 2 5

営業外費用合計 8 14

経常利益又は経常損失（△） 775 △164

特別利益   

貸倒引当金戻入額 0 －

特別利益合計 0 －

特別損失   

固定資産廃棄損 4 3

固定資産売却損 － 0

たな卸資産評価損 25 －

特別損失合計 30 4

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

746 △168

法人税等 303 △25

四半期純利益又は四半期純損失（△） 443 △143
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該当事項なし 

  

当第1四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 
該当事項なし 

  

  

(3) 継続企業の前提に関する注記

(4) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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販売の状況 

 
（注）１． 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

２． 前第１四半期における前年同四半期比は、参考値として記載しております。 

6. その他の情報

事 業 区 分

前第１四半期
（自 平成20年４月１日 

  至 平成20年６月30日）

当第１四半期 
（自 平成21年４月１日 

  至 平成21年６月30日）

売上高
（百万円）

前年同四半期比
（％）

売上高 
（百万円）

前年同四半期比
（％）

機能性フィルム事業部門 7,194 6.7 4,749 △34.0

電子・工業材料事業 5,222 12.8 3,103 △40.6

グラフィックス事業 1,291 △2.3 1,061 △17.8

産業メディア事業 680 △14.2 583 △14.3

情報システム事業部門 211 28.8 105 △50.3

合   計 7,406 7.2 4,854 △34.5
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